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キャンピズ 

NEWS 第 59号（2016/10/18） 
 

  

今年もたくさんの夢や感動を与えてくれた４年に一度のスポーツの祭典オリンピック・パラリン

ピックが終わり、季節も秋に近づいてまいりました。ふと歩いている足を止めると虫の鳴き声もす

っかり変わっていますよね。四季を楽しめる日本ならではの季節の移り変わりの良い所ではないか

と感じている今日この頃です。 

ところでみなさま秋といえば、、、、スポーツの秋？読書の秋？芸術の秋？食欲の秋？それぞれの

楽しむ秋がありますが、私はキャンプの秋！！そういってくれる人が一人でも増えるようにキャン

ピズのキャンプもオリンピック・パラリンピックの流れを引き継ぎ、夢や感動の詰まったより良い

ものに作り上げていけるよう努力していきたいと思っております。 

さらに、キャンピズは来年度より新規事業をすることになりました。詳細は最終ページの 

「ＣａｍｐＷｉｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」で記載しておりますので、どうぞご参照ください。 

特定非営利活動法人キャンピズ 事務局 信達和典 

続々と登場！楽しいキャンプ情報 

 お待たせいたしました。キャンプの情報です。さわやかな季節となりましたので大いに大自然に

抱かれて開放的に活動しましょう。後期のキャンプも盛りだくさんです。お気に入りのキャンプを

選んで申し込んでください。申し込み方法はそれぞれの別紙案内を参照してください。グループキ

ャンプの後期分についても継続で参加される方も申込みいただきます。また、グループキャンプチ

ャレンジは定員に余裕がありますので、後期からの新規募集も受け付けております。たくさんのご

参加お待ちしております。 
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『槇尾山』 
日程 ： 2015年 11月 12日（土）～13（日） 

場所 ： 和泉市立青少年の家 

定員 ： ＜キャンピズクラブ＞15名  

費用 : 17000円 

担当 ： 今井 大輔 

    集合解散は南海難波駅 3F改札前 

申込締切 ：10月 30日（月）締切（必着） 

※詳細は、同封の「槇尾山 参加者募集」をお読み下さい。 

 

 

『ゲレンデにひと花咲かせませんか？』 
日程 ： 2016年 12月 25日（日）～28（水） 

場所 ： 岐阜県高山市岩井町 913-13 「国立乗鞍青少年交流の家」 

定員 ： ＜キャンピズクラブ＞２０名  

費用 : 75,000円 

担当 ： 水流寛二 

プレキャンプ日程 ： 12月 3日（土） 場所 阿倍野市民学習センター（あべのベルタ 3F） 

申込締切 ：１１月 9日（水）締切（必着） 

※詳細は、同封の「キャンピズ・スノーキャンプ 2016 参加者募集」をお読み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏キャンプ報告 
大隅１０泊キャンプ 

 場所 国立大隅青少年自然の家 

 日程 2016年 8月 7日～17日 

 参加者数 18名 

 

竹内 景哉（プログラム・ディレクター） 

今年の１０泊キャンプは天気に恵まれ、トラブルも何事もなく無事 10日間終えることができま

した。 

「初めてのフェリー」「初めての鹿児島でのキャンプ」と、初めてのことがとても多く、自分自身、

正直不安な要素がとても多かったですが、キャンパーさんスタッフ共に笑顔が溢れる 10日間でし

た。また、自分自身にとっても、とても有意義に 10日間過ごすことができました。 

どきどきキャンプ（宿泊） 

 

スノーキャンプ 
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今年で僕は 4回生になり、学生としてはキャンピズに関われる年としては最後なのにも関わら

ず、10泊キャンプの PDをさせていただきとても貴重な体験になりました。 

 

水井 広起（マネジメント・ディレクター） 

今回大隅 10泊キャンプのMDを担当しましたヒロです。今年度の 10泊は、今までの長期キ

ャンプでは初となる、フェリーで活動地に向かうという一大プロジェクトでした。大海原の荒波に

もまれ、船酔いをするキャンパー・スタッフもおり、波乱万丈なスタートでした。みんなでわいわ

い、ばたばたしましたが、無事大阪に帰ってくることができ、ほっとしています。 

私の 10泊キャンプへの参加も、今年度で 4年目でした。学生生活では、最後の 10泊キャン

プです。しかし、この 4年間の中で 1番さっぱりと終わった気がします。最後とはとても思えま

せんでした。ありがとうございました。よりもこれからもよろしくお願いします。とコメントを締

めくくりたいと思います。 

 

いるかキャンプ 

 場所 和歌山県立潮岬青少年の家 

 日程 2016年 8月 1日～4日 

 参加者数 12名 

 

盛島 遼佳（プログラム・ディレクター） 

今年は、イルカキャンプの復活を祝うかのように連日快晴で、雨にもあたらず、ドルフィンスイム

やプールなど、夏キャンプならではのプログラムをすることができました。ドルフィンスイムでは、

全員がイルカに乗って泳ぐことができ、近くに海水浴場もあり、急遽海水浴にいって泳ぐなど、プ

ログラムの面でも、とても充実なキャンプを過ごすことができました。さまざまなプログラムを行

っている中で、キャンパーさんの笑顔を、たくさん見ることができ、私自身、初めてのことをたく

さん経験できたので楽しかったです。来年度の夏キャンプもぜひ積極的に参加していきたいです。 

 

鍵野 立成（マネジメント・ディレクター） 

今回、イルカキャンプのMDをさせていただいた鍵野です。キャンピズの活動に参加させても

らい 3年目で、イルカにふれあい、泳ぐキャンプが初めてだったので、とても貴重な体験をさせ

てもらいました。串本町の夜は、少し悪天候で雷がなっていたのですが、日中は晴天に恵まれたの

で全プログラムを行うことができました。イルカだけではなく、BBQやキャンプファイヤー、そ

の他のプログラムも盛り上がって楽しんでもらえたのでよかったです。 

また、来年もイルカキャンプがあれば、ぜひ参加してみてください。ありがとうございました。 

 

串本クルージングキャンプ 

場所 和歌山県立潮岬青少年の家 

日程 2016年 8月 1日～3日 

参加者数 4名 

 

今井 幸樹（プログラム・ディレクター） 

串本キャンプのディレクターをさせて頂きました今井幸樹です。今夏のキャンプでは、日程やプ

ログラムの変更があった中、参加していただき、ありがとうございました。通年の夏キャンプには
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ない、少ない人数でのキャンプということもあり、スタッフとキャンパーさんの距離が近く、とて

もアットホームな雰囲気で三泊四日を過ごすことができました。 

那智の滝や、海中公園でのクルージング、本州最南端の展望塔などを観光し、和歌山を満喫する

ことができました。キャンパーさんの笑顔をたくさん見ることができ、僕自身も楽しみながらキャ

ンプさせて頂くことができました。ありがとうございました。 

 

倉谷 晃生（マネジメント・ディレクター） 

こんにちは！和歌山キャンプ串本組の MD 倉谷です！人数が少なかったため、すごくファミリ

ー感のある楽しいキャンプになりました。プールやキャンプファイヤーなどは、イルカ組と一緒に

過ごすことができ、他のプログラムは串本だけでの行動だったので、多くの体験ができて楽しかっ

たです。 

長期キャンプは今年で最後になりますが、キャンパーさんと一緒に、とても素晴らしい思い出が

作れました！皆さんありがとうございました。 

 

淡路ゆったりキャンプ 

場所 淡路青少年交流の家 

日程 2016年 8月 23日～28日 

参加者数 21名 

 

中嶋 庸介（プログラム・ディレクター） 

今年度の淡路ゆったりキャンプの PD をさせて頂きました 4 回生の中嶋です。今回の淡路キャ

ンプは、天候にも恵まれて、ほとんどのプログラムを予定通り行うことができました！みなさんが

楽しみにしていた海水浴も、最終日のバーベキューも存分に楽しむことができ、私自身も、5泊 6

日間とても充実した日々を過ごすことができました。 

  僕にとっては、今年度が学生生活最後の夏のキャンプとなってしまいました。4年間、とても楽

しかった思い出がいっぱいで、本当に充実した学生生活を送らせて頂きました。 

本当にありがとうございました！ 

 

常川 純加（マネジメント・ディレクター） 

淡路ゆったりキャンプ MD をさせていただきました常川純加です。今年の淡路では、キャンプ

ファイヤーは残念ながら雨天のため、途中で中止になってしまいましたが、それ以外は天候にも恵

まれ、怪我もなく終えることができました！ 

私にとって、初めての長期キャンプのディレクターで、いろいろな方に迷惑をかけましたが、学

生生活最後の夏のキャンプを、すごく素敵な形で終えることができました！参加してくれた皆さん

にとっても、忘れられない、楽しい思い出になっていればいいなと願っています。本当にありがと

うございました！ 
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後期グループキャンプ参加者募集と継続参加についてのお知らせ 
間もなくグループキャンプ後期がスタート致します。グループキャンプチャレンジ、グループ

キャンプゆったりともに若干ですが定員に空きがございますので、新規参加者を募集いたします。

お申し込みは事務局まで FAXまたはメールにてご連絡下さい。先着順にて受付致します。 

また前期グループキャンプにご参加下さった皆様は、後期グループキャンプの継続手続きを行っ

て下さい。手続き方法は下記を参照下さい。 

【後期グループキャンプ日程】 

グループキャンプチャレンジ（担当：畠中稔生） …11/26-27 1/14-15 2/18-19 3/11-12 

グループキャンプゆったり（担当：西川正人） …12/3-4 1/14-15 2/4-5 3/11-12 

継続手続き詳細 

①同封の振込用紙にて参加費を納入して下さい。納入確認をもって継続手続き完了となります。 

グループキャンプチャレンジ  

…お振込み金額は参加回数×1７000円です。（全参加 1７000円×4＝68000） 

 グループキャンプゆったり   

…お振込み金額は参加回数×1７000円です。（全参加 1７000円×4＝68000） 

 ※振込用紙には【住所・氏名・電話番号・会員番号・参加日・金額】をご記入下さい。 

※手渡し、書留等での送付によるお支払いは一切受け付けておりませんのでご了承くださいませ。 

※申し訳ございませんが手数料のご負担をお願いします。 

※お控えの保管を徹底して下さいますようお願いします。 

②納入締め切りは 11月 25日（金）とさせて頂きます。 

 ※期限を過ぎますとご参加頂けない場合もございますので、お早目の納入をお願いします。 

③原則として後期の継続をお願いします。 

 参加費の納入は前期・後期に分かれておりますが、グループキャンプは年間を通じてのプログラ

ムです。止むを得ない事情を除きましては後期のキャンプへも継続してご参加下さい。 

十
泊
キ
ャ
ン
プ 
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キャンピズ新規事業計画 
キャンピズＮＥＷＳ第 57号でキャンピズの新たな事業展開として、以前から課題となっていた

障害福祉サービス事業参入を実行に移していく準備を整えたいと考えています。 

当初予定では、キャンピズが現在行っている活動に結び付きやすい「放課後等児童デイサービス」

事業を検討し準備をと考えていましたが、現在神戸市内で就労支援事業所されている所が事業縮小

という話を聞き、キャンピズとして就労支援事業を新規事業として進めていくことを新たに提案し、

理事会で承認されました。 

現在の進捗状況としましては、特定非営利活動法人キャンピズの定款における、目的、事業の種

類を今回、就労支援事業を行うにあたり定款の変更が必要になります。その変更にかかる審議を 8

月 12日に臨時総会で承認されました。 

手続きとしては、この承認された定款を大阪市へ 8 月 15 日に提出し、修正、確認を経て、9

月 15日付けで受理されました。現在、公告（一般の方に知らせること）を約 3か月～4か月し、

認証されます。 

同時進行で障害福祉サービスの事業指定申請を行います。事業開始は来年 4 月までにスタートを

予定しています。 

 

今後の進捗状況については次号のＮＥＷＳ等でお知らせ致します。 

特定非営利活動法人キャンピズ 理事 阪田昌三 

事業種類 

目的 

「障害者総合支援法」という法律に基づく就労継続支援Ｂ型事業 

通常の事業所に雇用されることが困難な就労経験のある障害のあ

る方に対し、生産活動などの機会の提供、知識および能力の向上のた

めに必要な訓練などを行うサービスです。このサービスを通じて生産

活動や就労に必要な知識や能力が高まった方は、就労継続支援（Ａ型）

や一般就労への移行を目指します。 

生産活動 チョコレート詰め、梱包作業 

※作業収入に応じて、時給等設定し工賃支給。 

丹波篠山での農作業（予定）、ポストカードピッキング（予定） 

実施場所 神戸市東灘区又は灘区に活動場所を確保・調整中です。 

キャンピズ事務局   
〒540-0012 大阪市中央区谷町 2-2-20 2F 市民活動スクエア CANVAS 谷町内 C-01  
TEL/FAX 06-7657-5001  
E-MAIL ncw1998@campwith.jp  
HP http://campwith.jp/  
開局日 月曜～金曜（10：00～17：00） 発行責任者：水流寛二 

画像かイラストの挿 入 

 

 


